

























































































































































































































































































それ程に大切な働きをする「手」を表わす外国語もいくつかの語がある。ありふれたhand 、 manual labo




「強奪品」あるいは「略奪したもの」 ( booty)といったらんばうな意味もあったのである.今日では、 「
手」のはかにそれが持つ意味から諸々の語義、たとえば「所有」 「誓約」また「拍手喝釆」 ( a goodhand )
等々にも用いられる。
ところが、 manual ( 「手の」 「手に関する」 )の万はラテン語生れでman ( us )を起源としており、明
らかに8世紀から14世紀頃までスカンジナビア半島を中心に使われていた古期スカンジナビア語のmundと
も同族語であろう。このラテン語man ( us )は、英語ではmanuscript(原稿)があるし「把盤しやすい」
即ち「明白な」のmanifest、あるいはまたmariner等もそれから来たもので、 「手で表わすしぐさ」が中心
となってできあがった語である　man ( us )の語義をもつ語は、 manl一蝣ォmanu一、とかmand-、等で始
まる語に多くみることができる。また、 commemd (称賛する)に代表されるようにmand-の母音変化した
mendについても同様のことがいえる。更にいうとman ( us )には、 「手」は意味しないが手の持っている
～　機能的な働きを形容する「手速い」とか「迅速な」を表わすゴート語の血nwusとも無縁ではなかろう。
もう一つのchir ( o )-、これはひたすら接頭語として用いられて医学分野を始め専門語に多くみられる。
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最後の後性派の医家
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「地域医療」 、 「近隣探訪」 、丁度任期中の4回ですべての機関を紹介することができました。私
としては音楽堂と劇場が建設されれば、もういうことのない環境となるのですが。県民の1人として
学術文化・福祉ゾ-ンの拡充を切に願っています。
「さざなみ」と誌名変更して以来、コラム「ことば・ア・ラ・カルト」を書き続け、私達を楽しま
せてくださった久野さんがこのたび高知医科大学の図書課長として栄転されることになりました。お
元気で、御活躍を。書き手を1人うしなって次期編集委員の方も大変です。新しい企画で「さざなみ」
が時には「大波」になることを期待して、バトンタッチ。　　　　　　　　　　　　　　　(辛)
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